<研究ノート>経営教育の方法に関する一考察（１) : Ｊ.グリンダー博士, Ｃ.ホール博士のプレゼン・フォーマットを活用した経営学の体験的教育法について by 加藤 雄士 & Yuji Kato
 は じ め に































本稿では, こうした学習科学の展開を意識しながら, 体験を取り入れた (やることによっ
て学ぶ) 協調的な経営教育の方法について一例を紹介してその教育効果を考察していく。
 経営学教育と NLP, ニューコード NLP
1 伝統的な経営教育の方法とその課題




ディ法は, あらかじめ用意されたケース (事例) を用いて問題を発見し, 問題解決策を考
えるプロセスを通じて, 参加者の意思決定能力を中心とした経営能力を伸ばすやり方のこ
とである。















も, 講義の中で実際の体験をさせる (やることによって学ぶ) 教育方法が有効だと考える。
126
2 NLP, ニューコード NLPと本稿のテーマ
NLP (神経言語プログラミング) は1975年にアメリカのカルフォルニアでＪ．グリンダー
博士7)とＲ.バンドラー博士が, 当時天才と言われていた３人のセラピスト (フリッツ・
パールズ, ヴァージニア・サティア, ミルトン・エリクソン) をモデリングし, 帰納法的
に開発したものである。NLPは, 認知科学の発展に貢献したジョージ・ミラー, ノーム・
チョムスキー, 学習理論でも著名なグレゴリー・ベイトソンらの影響を受けており, 学習
についての知見に有用なものが多い8)。また, Ｊ.グリンダー博士は, 1980年以降, NLP
のコードエラー9) を発見し, カルメン・ボステイック女史とともに新たにニューコード
NLPを開発した。ニューコード NLPは, 従来の NLP (クラシックコード NLPとも呼ぶ)
よりさらに無意識を活用することを重視している。また, NLP, ニューコード NLPのセ
ミナーの特徴は, メタファーや明示的な説明をし, デモ演習を見せた後で実際に受講生に
体験 (演習) させ, その体験について受講生に発言させ学びを深めるというプロセスをとっ
ている。これは NLPの開発過程で実施されたモデリングがベースにあるものと考えられ,
今回紹介するプレゼン・フォーマットにもそのプロセスが反映されている。
本稿は, ニューコード NLPのプレゼン・コース (2013年東京で開催) の中で, Ｊ．グ
リンダー博士とカルメン・ボステイック女史が紹介した８ステップのプレゼン・フォーマッ
































































































































































大人は, 定義を通してよりも, 体験を通して学ぶという特徴があり, トレーニングには
実例を組みこむことが必要になる｡「情報を提供すること」(レクチャーをすること) と,
「何か (実習) をやること」とのバランスをとることがトレーニングの設計段階では大切
になる｡「情報を提供すること」は, 概念的な枠組みを提供する, 何かについて知る, 学




従って, 提示しているスキル, パターン, プロセス, 理論の例となるような, 具体的な






















「一般化, 未来ペース」のプロセスとは, トレーニング (セミナー, 講義) の状況を越




 応用, 実践, 計画
「応用, 実践, 計画」のプロセスでは, 発見と学びを行動へと「翻訳」していく。学ん
で組織化した知識, 情報を実際の行動に移していく (実践に移していく) プロセスになる。
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パターン 1：学ぶということは, 一人で本を読み理解して, それを覚えることである。
パターン 2：学ぶということは, 人と人との関係性の中で自然と学んでいくものである｡
そして, 実践に移していく中で, 新たなフィード・バックが得られて, 学びの再組織化が
行なわれる。それまで学んだこと, 実践の中で学んだこと, 得られたフィード・バックな
どを組み合わせ, 統合させて, また新しい知識, 理解へとつなげていく。
 学習内容を堅固にする












































プランを提示 (図４参照) するとともに, 実際の講義のプロセスについて考察していく。
1 「組織の概念｣,「組織成立三要件」など (６回目の講義) についての教育実践例
今回紹介するのは, 会計大学院における大学院生 (受講生の大半は初めて経営学を学習











































































































 デモ演習, 演習 (エクササイズ)
「デモ演習」として, 何人かで机を移動する作業をさせる。より分かりやすくするため
に, １つ目の机の移動17)は, 非言語でさせ, ２つ目の机の移動は言語を使ってさせる。続

































































いところは, メールでフォローもできるが, 効果測定としては, 講義の直後の方が望まし
い。
２ 「学習する組織｣,「ナレッジマネジメント (知識創造)」(７回目の講義) について
の教育実践例
 レッスン・プラン









らに, LUNA (Web 上の大学の講義の掲示板19)) での受講生の発言のやりとりを振り返ら
せ, どのように「学習」が起きていたかを考えさせる。
























































一通り終了した後で, これまでのプロセスを振り返らせた (｢まとめ (クリーン・アッ
プ)｣)。１人で学んでいた時よりも, ３人で話した後の方が理解は深まっただろうし, さ






















「デモ演習｣,「演習 (エクササイズ)」について, 特に６回目のいくつかの演習 (｢組織
を作ってください｡」などの演習) は, 短い時間で, 経営学の重要な概念を体で理解させ
ることに有効であり, 体験的教育法が有効であるという示唆が得られた。また, ７回目の





























1) 森敏昭ほか訳 (2002) 『授業を変える』北大路書房 ３頁｡「認知科学の成果をもとに」とい
う個所だけ筆者が加筆した。
2) 大津由紀雄, 波多野誼余夫 (2004) 1718頁 (三宅なほみ氏執筆)｡「学習科学は, 認知科学
の成果をもとに学習プロセスを促進する仮説を立て, 実践によって理論の正しさや具体的促進
方法の有効性を実証しようとする」(Bransford et al., 2000) ものである。
3) 大津由紀雄, 波多野誼余夫 (2004) 『認知科学への招待―心の研究のおもしろさに迫る―』
17頁。
4) 大津由紀雄, 波多野誼余夫 (2004) 『認知科学への招待―心の研究のおもしろさに迫る―』
17頁。















ステートを保つ能力 (自分のステート (状態) をマネージメントする能力)




(｢メタファーの中に入って生きる｣) と, ジェスチャーなど動きが自然と出て, 空間をうまく
活用したプレゼンができるようになり, さらに効果的になる。
12) Ｃ.ホール博士は「大人が加速的に, 相乗的に, 思考と行動の柔軟性, 創造性, 稼動性をさ
らに広げつつ学習する, 全体的なプロセス」とも呼んでいる。
13) 加藤雄士 (2010) 『経営に活かす人材開発実務』７章を参考としている。
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14) 人間は, 体験・経験やものごとに意味を与え, 枠組み (フレーミング) をし, 意味を与える
存在である (Ｃ.ホール博士談)。トレーニングの冒頭で, 主要な概念 (言葉) について, 意味
づける (意味を管理する) ことは, トレーニングにおける前提を作っていることになる。
15) 状況を定義することは, 受講生が不必要な検索をしないですむという意図があるものと筆者
は考える。






｢連結化 (Combination)｣, ｢内面化 (Internalization)｣ (４つの頭文字をとって SECIと呼ぶ)｡
19) LUNAとは「教授者－学習者支援システム」を指し, 具体的には「教員にとっては授業の運
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